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（取組内容２）

〇授業改善を進め、一人一人が自ら思考した結果をノートに記述し、それをもとに、立場の違いを明確にした話し
合い授業が成立する授業を１００%実施
〇全国・県・市の学力調査において、全教科・領域で平均をクリアする。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
・５年生は、国語の話す聞く力、算数の基礎的な計算力をつけ
る必要がある。
・６年生は、書く、話す場面で思考力に課題のある子どもがい
る。与えられた課題に対して、個々の考えをより深めたり広げた
りするための話し合い活動の場を通して、さらに思考・表現・判
断力を高める必要がある。

１ 各種学力調査の分析結果から明らかになった課題
　・すべて全国・県の平均を大きく上回っている。５年生は、国
語で話す、聞くが、算数では、数と計算が目標値を下回った。６
年生では、国語、算数ともに全ての項目で目標値を上回った。
２ 授業改善の検証指標に照らし合わせて評価した状況
・「一人一人が自ら思考した結果をノートに記述し、それを基
に、立場の違いを明確にした話し合い活動が成立する授業を１
日１回以上実施する」が、実施率８１%にとどまっている。

大分市立長浜小学校　学力向上プラン１（８月）

学力状況について

学力に
関する
達成指

標

低学年　自分の考えを書かせる
中学年　自分の考えを理由づけて書か
せる
高学年　自分の考えや友だちの考えか
ら生まれた新たな考えを書かせる
　発達の段階に応じたそれぞれの場を
１時間の授業に５分以上位置づけたか

【その他の学力向上の取組】
・学年ごとに「学力向上の取組」を設定し、学期ごとにふり返り、次学期のめあてをきめる。
・スキルタイムを活性化し、児童による活動のふり返りができるようにする。

今後の
具体的
な取組

【授業改善】 【家庭・地域との協働】
（授業改善テーマ）
　確かな学力の定着・向上を図る学習指導の充実と低学力層の底上げ
（授業改善の重点）
　①授業中の自己選択、自己決定の場の確保　②考え、討論する授業の構築
　③基礎・基本を鍛える場の明確化

（達成指標）
〇１０分×学年+１０分の家庭学習
時間の定着　毎日の提出率測定
〇年間の目標冊数を目指した家庭
読書(低)１００（中）７０（高）４０

（取組指標１）

（取組内容１）
〇１時間の授業の中に、自分の考えを
もとに友達と交流し合うことのできる授業
課題を準備する

〇１時間の授業の中に、自分の考えや
立場をもつ時間を確保する

学習状況について

１　組織的な授業改善の取組状況
　・一人一人が自ら思考した結果をノートに記述し、それをもとに、立場の違いを明確にした話し合い活動が成立
する授業を１日１回以上の実施。
２　その他の学力向上に向けた指導の取組状況
　　・家庭との連携による家庭学習時間の確保（１０分×学年+１０分）保護者アンケート７４％達成
　　・学習規律を守らせて授業にとり組んでいる教師アンケート８４%達成

〇朝ごはんを食べて登校する子ども
を保護者アンケートで９５％以上とす
る
〇毎日、子どもに宿題をやったか声
かけをする
〇年３回、学校の授業を参観する

〇早寝・早起き・朝ごはん・家読書
の習慣化の推進
〇小中合同で先手あいさつ(ワンス
トップあいさつ)・無言そうじ・無言移
動の取組

低学年　自分の考えを発表させる
中学年　自分と友達の考えの違いに気
づかせる
高学年　多様な考えを練り合い、よりよ
い考えにまとめさせる
　それぞれの場が生まれる授業課題を
１日１回以上準備できたか

（家庭・地域の取組指標）

（家庭・地域の取組内容）

（取組指標２）


